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5
6
7
8
9

死亡年月日ごとの人数を集計した結果を表 3 に

21.2%にあたる

人はユニークな死亡年月日を有していた（表

）。また、同一死亡年月日を持つ人が 5 人以下であ

る場合がほとんどであるため、この変数は特定性が

。死亡情報を死亡年月までに丸め

。死亡年月までの丸

めを行っても、個人が一意に特定されるパターンが

個存在し、これ以外にも同一死亡年月を持つ人

人以下のパターンも複数存在していた。よ

って死亡時点を公表する際には、死亡年まで丸めて

データを粗くする必要性が考えられ

死亡年月日の特異性の検討 

死亡年月の特異性の検討 

合計人数（人） 割合（%）
1028 21.2
1296 26.7
1083 22.3
640 13.2
345 7.1
162 3.3
105 2.2
64 1.3
45 0.9
20 0.4
44 0.9
12 0.2
14 0.3

死亡年月の
パターン数

10
7
3
5
5
1
1
2
1

に

にあたる

人はユニークな死亡年月日を有していた（表

人以下であ

る場合がほとんどであるため、この変数は特定性が

。死亡情報を死亡年月までに丸め

。死亡年月までの丸

めを行っても、個人が一意に特定されるパターンが

個存在し、これ以外にも同一死亡年月を持つ人

人以下のパターンも複数存在していた。よ

って死亡時点を公表する際には、死亡年まで丸めて

考えられ

割合（%）
21.2
26.7
22.3
13.2
7.1
3.3
2.2
1.3
0.9
0.4
0.9
0.2
0.3



2.2 変数による個人特定可能性の検討 

2-1. 性とベースライン時年齢 

 表 5 より、40 代の対象者においては、性別との

組み合わせにより個人の特定可能性が高いが、ベー

スライン時年齢を 5 歳刻みのカテゴリ変数にする

ことなどで対処可能であると考えられる。 

 

表 5. 人数が 5人以下となる性・ 

ベースライン年齢の組み合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2. 性と死亡時年齢 

 表 6 より、男性では死亡時年齢が 40 代と 90 代、

女性では 40, 50 代と 90 代では、性別と死亡時年齢

を組み合わせることで個人が特定される可能性が

高くなり、一意に特定できるパターンも 2 つ存在す

る。 

表 6. 人数が 5人以下となる性・死亡時 

年齢の組み合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-3. 性と地域 

 地域情報の公開をコホートレベルにとどめ、性別

と組み合わせた場合、合計人数が 5 以下となるパタ

ーンは、女性に関して、2 人のみという地域が 1 か

所存在した。 

 

2-4. ベースライン時年齢と死亡時年齢 

 ベースライン時と死亡時の年齢を組み合わせた

情報は個人特定に繋がりやすく、78 人において一

意に個人を特定することが可能であった（表 7）。

どちらかの年齢が比較的若いもしくは高齢である

場合、または死亡までの年数が短い場合に特定され

やすいことも明らかになった。両変数ともに 5 歳刻

みにカテゴリ化することで、死亡時年齢が欠損して

いる 1 例を除き、個人の特定可能性について対象可

能であった（表 8）。 

 

2-5. ベースライン時年齢と地域 

 ベースライン時年齢（1 歳刻み）とコホートを組

み合わせると、200 人の個人を一意に特定すること

が可能であった。年齢を 5 歳刻みにしたところ、こ

の人数は 27 人となった。同様に年齢を 10 歳刻みと

した場合に、人数が 5 人以下となるパターンを表 9

に示した。ベースライン時年齢が比較的若い場合、

またコホート内の死亡が少ない場合に、これら 2 つ

の情報を組み合わせることで個人の特定可能性が

上昇すると考えられた。 

 

2-6. ベースライン時年齢と死亡年 

 1歳刻みのベースライン時年齢とコホートコード

を組み合わせると、67 人が一意に特定された。年

齢を 5 歳刻みにした場合、人数が 5 人以下となる組

み合わせを表 10 に示した。ベースライン時年齢と

死亡年を組み合わせた場合、年齢カテゴリを荒くす

ることのみでは個人特定を防ぐことができず、特に

追跡早期に死亡した例で特定可能性が高かった。 

表 7. 個 人が一意に特定できるベ ースライン時と 

性
ベースライン

時年齢
人数

男性 40 2
41 2
42 4
47 4

女性 40 4
41 4
42 2
43 2
45 4
46 1
51 4

性別 死亡時年齢 人数
男性 44 2

45 2
47 4
48 5
96 3
97 4

女性 44 1
46 4
47 3
48 5
50 4
51 2
52 5
55 5
96 2
97 2
98 2
99 1
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表 9.人数が 5

死亡

表 8.人数が

死亡時年齢（

5人以下となる

ベースライン時
年齢カテゴリ

死亡時年齢の組み合わせ

人数が 5人以下となる

死亡時年齢（5歳刻み）の組み合わせ

人以下となるベースライン時年齢（

ベースライン時
年齢カテゴリ

死亡時年齢

40
70
75

時年齢の組み合わせ 

人以下となるベースライン時と

歳刻み）の組み合わせ

ベースライン時年齢（

死亡時年齢 人数

40
.

90

 

ベースライン時と 

歳刻み）の組み合わせ 

ベースライン時年齢（10 歳刻み）と地域の組

人数

3
1
2

歳刻み）と地域の組

 

表 10.人数が

スライン時

死亡年の組み合わせ

ベースライン時
年齢カテゴリ

み合わせ

人数が 5 人以下

スライン時年齢（10

の組み合わせ

ベースライン時
年齢カテゴリ

死亡年

40 2003
40 2005
45 2000
55 2000
60 2000
70
80 1999
40 2010
65 2000
70 1999
70 2000
85 2001
40 2004
60 2001
65 2001
50 2002
40 2006
45 2003
50 2003
55 2002
80 2000

み合わせ 

人以下となるベー

10 歳刻み）と

の組み合わせ

死亡年 人数

2003 1
2005 1
2000 1
2000 1
2000 1

. 1
1999 1
2010 2
2000 2
1999 2
2000 2
2001 2
2004 3
2001 3
2001 3
2002 4
2006 5
2003 5
2003 5
2002 5
2000 5

ベー

と 

1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
3
3
3
4
5
5
5
5
5



2-7. 死亡時年齢と地域 

死亡時年齢（1 歳刻み）とコホートを組み合わせ

ると、191 人の個人が一意に特定された。年齢を 5

歳刻みにしたところ、この人数は 32 人となった。

年齢を 10 歳刻みとした場合に、人数が 5 人以下と

なるパターンを表 11 に示した。死亡が少ないコホ

ートにおいて比較的若いまたは高齢の人が死亡し

た場合で、特定可能性が上昇していた。 

 

表 11.人数が 5人以下となる死亡時年齢 

（10 歳刻み）と地域の組み合わせ 

2-8. 死亡時年齢と死亡年 

 死亡時年齢（1 歳刻み）とコホートを組み合わせ

ることで、74 人が一意に特定された。年齢を 5 歳

刻みにした場合で、人数が 5 人以下となる組み合わ

せを表 12 に示した。特に追跡早期の死亡例で特定

性が高く、死亡時年齢だけでなく、死亡年を丸める

などの対処が必要であると考えられた。 

 

 

表 12.人数が 5人以下となる死亡時年齢（5歳刻み）

と死亡年の組み合わせ 

 

 

 

 

 

  

死亡時年齢
カテゴリ

コホート
コード

人数

40 4 1
40 8 1
40 10 1
40 20 1
40 23 1
40 31 1
40 34 1
50 1 1
50 20 1
50 21 1
50 25 1
50 29.1 1
50 34 1
60 29.1 1
90 21 1
90 31 1
90 33 1
40 13 2
40 17 2
40 30 2
60 21 2
60 27 2
90 29.1 2
40 2 3
40 5 3
50 33 3
80 21 3
90 23 3
40 7 4
50 4 4
50 8 4
50 23 4
50 31 4
50 2 5
60 1 5
70 21 5
90 8 5
90 11 5
90 34 5

死亡時年齢
カテゴリ

死亡年 人数

40 2003 1
40 2004 1
40 2007 1
45 2000 1
55 2000 1
60 2001 1
70 2000 1
80 1999 1
90 2001 1
95 2004 1
45 2010 2
50 2010 2
65 2001 2
70 1999 2
85 2000 2
95 2006 2
45 2005 3
50 2002 3
65 2000 3
80 2000 3
85 2001 3
95 2007 3
45 2004 4
50 2003 4
60 2002 4
45 2003 5
55 2002 5
95 2008 5



3

 

にカテゴリを粗くする等、個別例に関する検討が必

要である

 

3．3 変数による個人特定可能性の検討

3-1.  性、ベースライン時年齢、死亡時年齢

 これら 3 つの変数を組み合わせる際には、局所的

にカテゴリを粗くする等、個別例に関する検討が必

要であると考えられた（表

 

表 13. 人数が

年齢（

性別

男性

女性

性別
死亡時年齢

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

変数による個人特定可能性の検討

性、ベースライン時年齢、死亡時年齢

つの変数を組み合わせる際には、局所的

にカテゴリを粗くする等、個別例に関する検討が必

と考えられた（表

人数が 5人以下となる

年齢（5歳刻み）、死亡時年齢

性別
死亡時年齢

カテゴリ
男性

女性

死亡時年齢
カテゴリ

40
40
50
80
90
60
80
80
60
70
40
40
40
90
40
40
60
40
40
40
50
70
40
40
50
90
50
60
80
40
70
90
40
50

変数による個人特定可能性の検討

性、ベースライン時年齢、死亡時年齢

つの変数を組み合わせる際には、局所的

にカテゴリを粗くする等、個別例に関する検討が必

と考えられた（表 13）。 

人以下となる性、ベースライン時

歳刻み）、死亡時年齢の組み合わせ

死亡時年齢
カテゴリ

コホート
コード

40
40
40
40
40
40
50
50
50
50
60
90
90
90
90
40
40
40
40
50
50
50
50
50
50
50
60
60
60
70
90
90

死亡年

40 2000
40 2005
50 2000
80 2000
90 2001
60 2001
80 1999
80 2001
60 2001
70 1999
40 2005
40 2006
40 2010
90 2003
40 2003
40 2008
60 2000
40 2003
40 2008
40 2009
50 2010
70 2000
40 2007
40 2009
50 2002
90 2003
50 2002
60 2002
80 2000
40 2004
70 2000
90 2004
40 2007
50 2003

変数による個人特定可能性の検討 

性、ベースライン時年齢、死亡時年齢 

つの変数を組み合わせる際には、局所的

にカテゴリを粗くする等、個別例に関する検討が必

性、ベースライン時

の組み合わせ

コホート
コード

2
4
5
8

20
31
8

25
29.1

34
27
21
23
31
33
7

10
23
34
1
4

20
21
22
23
33
1

27
29.1

21
2

34

人数

2000 1
2005 1
2000 1
2000 1
2001 1
2001 1
1999 1
2001 1
2001 2
1999 2
2005 2
2006 2
2010 2
2003 2
2003 3
2008 3
2000 3
2003 3
2008 3
2009 3
2010 3
2000 3
2007 4
2009 4
2002 4
2003 4
2002 4
2002 4
2000 4
2004 5
2000 5
2004 5
2007 5
2003 5

 

つの変数を組み合わせる際には、局所的

にカテゴリを粗くする等、個別例に関する検討が必

性、ベースライン時

の組み合わせ 
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 これら

み）より、

た。死亡時年齢を

能であった

ないコホートについては変数の情報が加わるほど

個人が特定される可能性が大きくなるため、

開示の可否も含め検討する必要がある。開示を行う

場合には

記号などを

になると考えられる。

 

3-

 死亡時年齢を

組み合わせより一意に特定できるのは

た。

死亡年を

性を低くすることが
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わせると個人特定能が高く、この

せからは

あたっては、

もしくは地域に関して

がある。

 

 

 

 

 

3-

 年齢についての

と、

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5

-2. 性、死亡時年齢、地域

これら 3 変数の組み合わせ（死亡時年齢は

み）より、76

た。死亡時年齢を

であった 32

ないコホートについては変数の情報が加わるほど

個人が特定される可能性が大きくなるため、

開示の可否も含め検討する必要がある。開示を行う

場合には近接地域で

記号などを用い

になると考えられる。

-3.  性、死亡時年齢、死亡年

死亡時年齢を

組み合わせより一意に特定できるのは

た。10 歳刻みと

死亡年を複数年で

性を低くすることが

表 14.個人が一意に特定される性、死亡時年齢

（10 歳刻み）、地域の

-4.  性、地域、死亡年

3-2 同様に、コホートは他に

わせると個人特定能が高く、この

せからは 43 例が一意に特定可能であった。

あたっては、死亡年をさらに粗くカテゴリ化するか、

もしくは地域に関して

がある。 

 

表 15. 人数が

（10 歳刻み）、死亡年

 

-5. ベースライン時年齢、死亡時年齢、地域

年齢についての

と、95 人を一意に特定することが可能であった。

性、死亡時年齢、地域

変数の組み合わせ（死亡時年齢は

76 人について一意の特定が可能であっ

た。死亡時年齢を 10 歳刻みにしても一意に特定可

32 例について表

ないコホートについては変数の情報が加わるほど

個人が特定される可能性が大きくなるため、

開示の可否も含め検討する必要がある。開示を行う

地域で統合し開示する、地域

用い秘匿するなどといった対策が必要

になると考えられる。 

性、死亡時年齢、死亡年

死亡時年齢を 5 歳刻みとしたとき、これら変数の

組み合わせより一意に特定できるのは

歳刻みとした場合の結果を

複数年でまとめることで個人特定の可能

性を低くすることが可能と考えらえ

個人が一意に特定される性、死亡時年齢

歳刻み）、地域の

性、地域、死亡年 

同様に、コホートは他に

わせると個人特定能が高く、この

例が一意に特定可能であった。

死亡年をさらに粗くカテゴリ化するか、

もしくは地域に関して3-2

 

人数が 5人以下となる

歳刻み）、死亡年

ベースライン時年齢、死亡時年齢、地域

年齢についての2変数を

人を一意に特定することが可能であった。

 

性、死亡時年齢、地域 

変数の組み合わせ（死亡時年齢は

人について一意の特定が可能であっ

歳刻みにしても一意に特定可

例について表 14 に示した

ないコホートについては変数の情報が加わるほど

個人が特定される可能性が大きくなるため、

開示の可否も含め検討する必要がある。開示を行う

統合し開示する、地域

秘匿するなどといった対策が必要

性、死亡時年齢、死亡年 

歳刻みとしたとき、これら変数の

組み合わせより一意に特定できるのは

した場合の結果を表

まとめることで個人特定の可能

と考えらえた

個人が一意に特定される性、死亡時年齢

歳刻み）、地域の組み合わせ

 

同様に、コホートは他に 2 つの変数と組み合

わせると個人特定能が高く、この 3 変数の組み合わ

例が一意に特定可能であった。

死亡年をさらに粗くカテゴリ化するか、

2で示した措置

  

となる性、死亡時年齢

歳刻み）、死亡年の組み合わせ

ベースライン時年齢、死亡時年齢、地域

変数をそれぞれ5

人を一意に特定することが可能であった。

変数の組み合わせ（死亡時年齢は 5 歳刻

人について一意の特定が可能であっ

歳刻みにしても一意に特定可

示した。死亡が少

ないコホートについては変数の情報が加わるほど

個人が特定される可能性が大きくなるため、情報の

開示の可否も含め検討する必要がある。開示を行う

統合し開示する、地域を数字や

秘匿するなどといった対策が必要

歳刻みとしたとき、これら変数の

組み合わせより一意に特定できるのは 23 名であっ

表 15 に示した

まとめることで個人特定の可能

た。 

個人が一意に特定される性、死亡時年齢 

組み合わせ 

つの変数と組み合

変数の組み合わ

例が一意に特定可能であった。開示に

死亡年をさらに粗くカテゴリ化するか、

で示した措置を施す必要

性、死亡時年齢 

の組み合わせ 

ベースライン時年齢、死亡時年齢、地域 

5歳刻みにする

人を一意に特定することが可能であった。

歳刻

人について一意の特定が可能であっ

歳刻みにしても一意に特定可

。死亡が少

ないコホートについては変数の情報が加わるほど

情報の

開示の可否も含め検討する必要がある。開示を行う

数字や

秘匿するなどといった対策が必要

歳刻みとしたとき、これら変数の

名であっ

に示した。

まとめることで個人特定の可能

 

つの変数と組み合

変数の組み合わ

開示に

死亡年をさらに粗くカテゴリ化するか、

を施す必要

 

歳刻みにする

人を一意に特定することが可能であった。



同様に 10 歳刻みにし、一意に個人が特定できる例

を表 16 に示した。特定可能例を多く含むコホート

がいくつか存在しており、この結果からも 3-2 に示

した地域情報に対する措置が必要であると考えら

れた。 

 

表 16 一意に特定可能なベースライン時と死亡時年齢

（10 歳刻み）、地域の組み合わせ 

 

 

3-6.  ベースライン時年齢、死亡時年齢、死亡年 

 ベースライン時年齢と死亡時年齢を 5 歳刻みに

することにより一意特定できる個人は 27 人であっ

た。同様に両変数を 10 歳刻みにした場合に、合計

人数が 5 人以下であった変数のパターンを表 17 に

示した。ベースライン時および死亡時年齢のカテゴ

リ化に加え、死亡年を 5 年刻みでカテゴリ化するこ

とで特定可能性を小さくすることが可能と思われ

た。 

 

3-7.  ベースライン時年齢、地域、死亡年 

 この変数の組み合わせでは、ベースライン時年齢

を 10 歳刻みにした場合でも、149 人が一意に特定

可能であった。表 18 に死亡年を 5 年刻みにしても

一意に特定可能であった 39 例を示した。コホート

の情報は他変数と組み合わせる際に注意が必要で

あることが考えられる。 

ベースライン時
年齢カテゴリ

死亡時年齢
カテゴリ

コホートコード

40 40 4
40 40 8
40 40 10
40 40 20
40 40 23
40 40 31
40 40 34
40 50 5
40 50 8
40 50 17
40 50 20
40 50 33
50 50 1
50 50 21
50 50 25
50 50 29.1
50 50 34
50 60 23
60 60 29.1
60 70 21
70 . 33
70 80 21
80 90 21
80 90 31
80 90 33



表 17. 人数が 5人以下となるベースライン時と 

死亡時年齢（10 歳刻み）、死亡年の組み合わせ 

 

 

3-8. 死亡年齢、地域、死亡年 

 コホート変数は、3 変数以上の組み合わせで個人

の特定可能性が高くなり、死亡年を複数まとめてカ

テゴリ化しても個人特定性は高かった。表 19 に死

亡時年齢を 10 歳刻み、死亡年を 5 年刻みとして、

一意特定が可能であった例を示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 18. 一意特定可能なベースライン時年齢 

（10 歳刻み）と地域、死亡年の組みあわせ 

 

 

 

 

 

ベースライン時
年齢カテゴリ

死亡時年齢
カテゴリ

死亡年 人数

40 40 2000 1
50 50 2000 1
50 60 2002 1
70 . . 1
70 90 2009 1
70 90 2010 1
80 80 1999 1
80 90 2001 1
40 40 2010 2
50 60 2003 2
70 70 1999 2
40 40 2005 3
60 60 2000 3
60 60 2001 3
60 70 2001 3
60 70 2002 3
40 50 2004 4
40 50 2005 4
50 50 2010 4
70 80 2001 4
40 40 2004 5
40 50 2006 5
80 80 2000 5

ベースライン時
年齢カテゴリ

コホート
コード

死亡年

40 2 2005
40 3 2000
40 4 2000
40 5 2000
40 8 2005
40 8 2010
40 10 2005
40 13 2000
40 20 2000
40 20 2010
40 23 2005
40 28 2000
40 28 2010
40 30 2010
40 31 2005
40 33 2005
40 34 2010
50 1 2000
50 4 2000
50 20 2005
50 21 2005
50 23 2010
50 25 2000
50 29.1 2000
50 33 2010
60 4 2010
60 6 2000
60 21 2000
60 22 2010
70 8 2000
70 20 2000
70 21 2000
70 33 .
70 33 2010
80 23 2010
80 27 1995
80 29.1 2000
80 31 2010
80 33 2000



 

表 19. 一意特定可能な死亡時年齢（10 歳刻み）と地域、死亡年の組み合わせ 

 

 

4．4 変数による個人特定可能性の検討 

 前節での 3 変数の検討結果より、コホート変数を

他の変数と組み合わせて用いると特定可能性が高

くなることが明らかになった。さらに変数を 1 つ加

える検討として、4-1 では地域情報を含まない組み

合わせにおいて、各変数においてカテゴリ化をどの

程度粗くすることで個人の特定を防ぐことができ

るかを検討する。4-2~4-5 では、コホート変数に 3-2

のような処理を行わない場合に、他の変数のカテゴ

リ化をどの程度粗くすることで個人の特定可能性

が変化するかを検討する。 

 

4-1.  性、ベースライン時年齢、死亡時年齢、死

亡年 

 2 つの年齢の変数を 10 歳刻みとし、4 つの変数の

組み合わせを検討した場合に、人数が 2 人以下 

 

 

となる組み合わせパターンを表 20 に示した。さら

に、死亡年を 5 年刻みのカテゴリ化の処理を行い組

み合わせた場合を表 21 に示した。この条件では、

人数が 5 人以下となるパターンは 11 個、うち一意

に特定される人は 5 パターンであった。 

 

4-2.  地域、性、ベースライン時年齢、死亡時年

齢 

 両年齢変数を 5 歳刻み、10 歳刻みにした場合、

一意に特定できる人数は 226 人、58 人であった。 

 

 

 

 

死亡時年齢
コホート
コード

死亡年 死亡時年齢
コホート
コード

死亡年

40 2 2005 60 8 2010
40 3 2000 60 10 2010
40 4 2000 60 21 2000
40 5 2000 60 21 2005
40 7 2005 60 25 2010
40 8 2005 60 29.1 2005
40 10 2005 60 33 2000
40 13 2005 70 4 2010
40 13 2010 70 8 2000
40 20 2000 70 21 2000
40 23 2005 80 20 2000
40 31 2005 80 27 1995
40 34 2010 80 33 2000
50 1 2000 80 33 2010
50 4 2000 90 2 2000
50 8 2010 90 5 2000
50 17 2000 90 6 2000
50 17 2010 90 10 2000
50 20 2010 90 17 2000
50 21 2005 90 21 2005
50 25 2000 90 23 2010
50 29.1 2000 90 31 2010
50 30 2010 90 33 2005
50 33 2010 90 34 2010
50 34 2005



表 20. 人数が 2人以下となる性、ベースライン時、

死亡時年齢（10 歳刻み）、死亡年の組み合わせ 

 

 

表 21. 人数が 5人以下の性、ベースライン時、 

死亡時年齢（10 歳刻み）、死亡年(5 歳刻み)の 

組みあわせ 

 

 

 

 

 

 

4-3.  地域、性、ベースライン時年齢、死亡年 

 死亡年が 1 年刻みの場合、ベースライン時年齢が

5 歳、10 歳刻みとした場合に一意に特定される人数

は 638 人、318 人であった。また死亡年を 5 年刻み

のカテゴリ変数とした場合、年齢が 5 歳、10 歳刻

みのときに一意に特定される人数は 176 人、90 人

であった。 

 

4-4.  地域、性、死亡時年齢、死亡年 

死亡年が 1 年刻み、死亡時年齢が 5 歳、10 歳刻

みの場合に一意に特定される人数は 682 人、366 人

であった。また死亡年を 5 年刻みのカテゴリ変数、

年齢が 5 歳、10 歳刻みのときに一意に特定される

人数は 214 人、110 人であった。 

 

4-5.  地域、ベースライン時年齢、死亡時年齢、

死亡年 

死亡年が 1 年刻みの場合、2 つの年齢変数を 5 歳、

10 歳刻みとした場合に一意に特定される人数は

614 人、309 人であった。また死亡年を 5 年刻みの

カテゴリ変数とした場合、両年齢変数が 5 歳、10

歳刻みのときに一意に特定される人数は 228 人、90

人であった。 

 

5. 5 変数による個人特定可能性の検討 

 年齢変数を 10 歳刻み、死亡年を 5 年刻みのカテ

ゴリ変数とし、今回検討した全 5 変数を組み合わせ

た際に、一意に特定された人は 186 人であった（表

22, 23）。これには、地域の情報が大きく影響して

おり、地域情報を公開する際には工夫が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別
ベースライン時
年齢カテゴリ

死亡時年齢
カテゴリ

死亡年 人数

男性 40 40 2000 1
40 40 2005 1
40 50 2006 1
50 50 2000 1
50 60 2002 1
50 60 2003 1
60 70 2002 1
70 . . 1
70 90 2010 1
80 80 2000 1
80 90 2001 1

女性 40 50 2004 1
40 50 2005 1
50 60 2003 1
60 60 2001 1
70 90 2009 1
80 80 1999 1
80 80 2001 1

男性 60 60 2001 2
70 70 1999 2
70 80 2002 2

女性 40 40 2005 2
40 40 2006 2
40 40 2010 2
50 50 2009 2
50 60 2005 2
60 70 2002 2
80 90 2003 2

性別
ベースライン時
年齢カテゴリ

死亡時年齢
カテゴリ

死亡年 人数

男性 70 1
男性 70 90 2010 1
女性 40 50 2000 1
女性 70 90 2005 1
女性 80 80 1995 1
男性 70 70 1995 2
女性 40 40 2010 2
男性 40 50 2000 3
女性 40 40 2000 3
女性 40 50 2010 3
男性 50 50 2010 4



 

 

表 22 一意に特定される 5変数の組み合わせ（男性） 

 

 

  

コホート
コード

ベースライン時
年齢カテゴリ

死亡時年齢
カテゴリ

死亡年
コホート
コード

ベースライン時
年齢カテゴリ

死亡時年齢
カテゴリ

死亡年

1 60 70 2000 21 60 60 2000
1 60 70 2005 21 60 60 2005
2 40 40 2005 21 60 70 2005
2 50 60 2005 21 70 70 2000
2 50 60 2010 21 70 80 2005
2 70 70 2010 21 80 90 2005
2 80 80 2010 22 60 70 2000
2 80 90 2000 22 70 70 2010
3 40 40 2000 22 80 80 2000
4 40 40 2000 22 80 80 2010
4 40 50 2005 22 80 90 2010
4 50 50 2000 23 80 90 2005
4 50 50 2005 25 50 50 2000
4 60 70 2010 25 60 60 2010
4 70 80 2000 25 60 70 2010
5 40 40 2000 25 70 70 2010
5 40 50 2005 25 70 80 2000
5 50 60 2000 27 60 60 2005
5 60 70 2000 27 60 70 2010
5 70 80 2000 27 70 90 2010
6 60 70 2000 28 40 50 2000
6 80 90 2000 28 50 50 2010
7 40 40 2005 28 50 60 2000
8 40 40 2005 28 60 70 2000
8 50 50 2005 29.1 50 50 2000
8 60 70 2010 29.1 70 80 2005

10 60 70 2000 29.1 80 80 2000
10 60 70 2010 29.1 80 80 2005
10 80 80 2000 30 40 50 2010
13 40 50 2000 30 50 50 2000
13 50 50 2000 30 50 50 2005
13 50 60 2000 30 50 60 2000
13 50 60 2005 30 50 60 2010
13 70 80 2000 31 40 40 2005
14 40 50 2000 31 50 60 2005
14 50 50 2010 31 80 90 2010
17 50 50 2010 33 50 50 2005
17 50 60 2000 33 50 50 2010
17 70 70 2010 33 50 60 2005
17 80 90 2000 33 60 70 2000
20 40 40 2000 33 70
20 50 60 2005 33 70 80 2010
20 50 60 2010 33 80 80 2000
20 60 60 2000 33 80 90 2005
20 70 80 2000 34 50 50 2005
20 80 80 2010 34 60 70 2010
20 80 90 2005 34 80 90 2010



  

表 23 一意に特定される 5変数の組み合わせ（女性） 

  

コホート
コード

ベースライン時
年齢カテゴリ

死亡時年齢
カテゴリ

死亡年
コホート
コード

ベースライン時
年齢カテゴリ

死亡時年齢
カテゴリ

死亡年

1 50 50 2000 20 40 50 2010
1 60 60 2000 20 50 60 2010
1 60 70 2000 20 60 60 2000
1 80 80 2005 20 60 60 2005
2 50 60 2000 20 60 70 2010
2 50 60 2005 21 50 50 2005
2 50 60 2010 21 70 70 2005
2 80 80 2000 22 50 50 2005
2 80 90 2005 22 60 70 2010
3 50 50 2000 22 80 90 2010
4 40 50 2005 23 40 40 2005
4 60 60 2000 23 50 50 2005
4 70 70 2000 23 50 60 2010
4 70 80 2000 23 60 60 2010
4 70 80 2010 23 60 70 2010
5 50 50 2000 23 70 70 2000
5 70 70 2000 23 80 90 2005
5 80 90 2000 23 80 90 2010
6 60 70 2005 25 50 60 2005
7 40 40 2000 25 60 70 2000
8 40 50 2010 27 60 60 2005
8 60 60 2005 27 70 70 2010
8 60 60 2010 27 70 90 2005
8 60 70 2005 27 80 80 1995
8 60 70 2010 28 40 50 2010
8 70 70 2000 28 50 50 2005
8 70 70 2010 28 60 60 2010
8 70 80 2010 28 80 90 2000

10 40 40 2005 29.1 60 60 2005
10 60 60 2010 29.1 70 70 2005
10 70 70 2010 29.1 70 80 2000
10 80 90 2000 30 50 50 2000
13 40 40 2005 30 50 60 2000
13 40 40 2010 31 50 60 2005
13 50 60 2010 31 60 60 2010
13 60 60 2000 33 40 50 2005
13 70 70 2010 33 50 60 2005
13 70 80 2000 33 60 60 2000
13 80 80 2010 34 40 40 2010
14 40 50 2000 34 50 60 2005
17 40 50 2005 34 60 70 2010
17 50 50 2000 34 70 70 2005
17 50 60 2000 34 80 90 2005
17 60 60 2000
17 60 70 2000
17 70 70 2000
17 70 70 2010
17 80 80 2010
17 80 90 2010



Ⅱ．JALS 対象地域の死亡数と市町村規模の検討 

 

１．少数セルの発生状況 

40 歳以上での検討では、①総死亡では、18 市町

村、②CVD 死亡では、29 市町村において、10 未満

の少数セルが発生した。 

上記の検討を死亡数の多い 60 歳以上の対象に限

定して同様に行うと、①総死亡では、2 市町村、②

CVD 死亡では、9 市町村において少数セルが発生

した。40 歳以上の集団での検討に比べて、10 未満

の少数セルの発生は、総死亡、CVD 共に減少した。 

 

２．市町村規模での検討 

１）40 歳以上での検討 

市町村について、人口規模（-4,999, 5,000-9,999, 

10,000-29,999, 30,000-49,999, 50,000-)に分け、少

数セルの発生パターンを検討した（表 23）。 

a:-4999 (9 市町村）、b:5000-9999（5 市町村）では、

総死亡、CVD 死亡ともに集計区分で少数セルが発

生していた。c:10000-29999（8 市町村）では、CVD

の区分で少数セルが発生していたが、総死亡の区分

では少数セルが発生したのは４市町村であった。

d:30,000-49,999（5 市町村）、e:50,000-（4 市町村）

では、CVD 死亡では大部分の市町村で少数セルが

発生していたが、総死亡では発生がみられなかった。 

２）60 歳以上での検討 

１）と同様の検討を死亡数の多い 60 歳以上の対象

に限定して行うと、5000 人以上の市町村であれば、

総死亡、CVD 死亡ともに少数セルの発生を抑えら

れる可能性が考えられた。 

E． 結論 

JALS 対象者のうち死亡例について、データ開示

による個人の特定の可能性を検討した。検討した変

数のうち、地域の情報が特に個人の特定に繋がりや

すいことが明らかとなった。地域に関する情報を公

表する場合には、事前に何らかの工夫を施す必要が

あると考えられた。 

また、約 30 万の死亡者を対象に市町村規模を考

慮して検討した結果では、少数セルの発生は、40

～50 歳台で多くみられていたが、人口が 30,000 人

規模以上であれば、総死亡においては少数セルの発

生はみられなかった。集計対象を死亡数も多くなる

60 歳以上に限定することにより、人口規模が 5,000

人以下の村レベルを除けば、人口規模によらず総死

亡、CVD ともに少数セルの発生数を抑えられる可

能性が考えられた。 
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表 23 市町村規模と死亡数の関連 

                

コホート 
番号 

人口規模 
40 歳以上での検討 60 歳以上での検討 

総死亡 CVD 死亡 総死亡 CVD 死亡 

人口カテゴリー 人口 
75 歳以上 
人口割合 

① ② ① ② 

10 歳階級 10 歳階級 10 歳階級 10 歳階級 

27 

a: 
-4,999 

1,380  23.0 ○ ○ ○ ○ 

25 2,573  20.4 ○ ○ 
 

○ 

1 2,995  16.8 ○ ○ ○ ○ 

8 3,150  16.0 ○ ○ 
 

○ 

28 3,920  15.2 ○ ○ 
 

○ 

7 4,072  17.8 ○ ○ 
 

○ 

24 4,629  20.0 ○ ○     

29 4,683  22.2 ○ ○ 
 

○ 

10 4,936  15.2 ○ ○   ○ 

26 

b: 
5,000-9,999 

5,243  16.9 ○ ○     

13 5,706  15.9 ○ ○     

11 6,789  18.1 ○ ○ 
 

○ 

14 7,144  13.4 ○ ○     

20 8,283  11.7 ○ ○     

9 

c: 
10,000-29,999 

10,868  16.4 ○ ○     

23 11,132  18.5 ○ ○     

6 11,489  19.1 
 

○     

22 11,674  13.7 ○ ○     

19 11,920  22.5 ○ ○     

12 14,931  18.6 
 

○     

30 17,366  16.6 
 

○     

5 19,584  14.8   ○     

4 

d: 
30,000-49,999 

30,988  15.4 
 

○     

15 36,379  17.0 
 

○     

3 38,569  12.7 
 

○     

18 39,981  16.8 
 

○     

31 47,973  8.5         

21 

e: 
50,000- 

52,156  14.9 
 

○     

2 57,912  14.2 
  

    

16 65,163  21.2 
 

○     

17 125,515  8.3   ○     

        
○：観察数が 10 未満のセルが発生 

     
        

 

 

 


